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あらたまツーリズム観光商品磨き上げ等業務委託に係る公募型プロポーザル方式 

実施要領 

 

１ 目的 

荒尾・玉名地域は、世界文化遺産である万田坑や日本遺産に認定された菊池川流域、

伝統的工芸品の小代焼等、歴史、文化、自然、温泉、食など豊富な観光資源に恵まれ

た地域である。これまで、これらの素材を活用した体験プログラムを造成し、モデルコ

ースの検討やパンフレットの作成を行ってきたところである。令和４年度から管内２市４

町（荒尾市、玉名市、玉東町、和水町、南関町、長洲町）で連携し、「あらたまツーリズム

協議会」として活動してきており、本年度が3年目となる。 

 １年目は作陶体験や温泉、お寺での座禅等の体験プログラムを中心とした５コースの

モニターツアーを実施。２年目は有明海沿岸道路の延伸による佐賀方面からの誘客も

狙い、旅行会社・メディア向けの商談会、一般消費者向けの観光PRを実施。 

  「玉名温泉」や「グリーンランド」等、比較的メジャーな施設については、認知度が高

いものの、モニターツアーに組み込んだほとんどの施設についての認知度は低かった。

しかし、アンケート等の結果では「知らなかったが行ってみたら楽しかった」等の意見が

多く聞かれたことから、観光及びツアー素材としてのポテンシャルは高いと思われる。 

  このことから、当地域でしかできない体験プログラム等をツーリズム商品としてブラ

ッシュアップしていくとともに、更なる誘客に向けた積極的なプロモーション活動を実施

する。 

 

２ 業務名 

  あらたまツーリズム観光商品磨き上げ等業務 

 

３ 業務内容 

  別添「あらたまツーリズム観光商品磨き上げ等業務委託基本仕様書」のとおり。 

 

４ 選定及び契約方法 

（１）選定方法 

公募型プロポーザル方式とし、応募書類とプレゼンテーションによる審査を行い、最

も優れた提案を行った者を受託候補者として選定する。 

（２）契約方法 

地方自治法施行令第167条の2第1項第2号による随意契約とし、予算の範囲内で

契約を締結する。 

 

５ 委託期間 

  契約締結の日から令和7年２月１４日（金）まで 
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６ 委託上限額 

  4,662,000円（消費税及び地方消費税を含む）を上限とする。 

 

７ 参加資格 

  次に掲げる条件のすべてを満たす者とする。 

 （１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の 4第1項の規定に該当しな

い者であること。 

 （２）次のいずれにも該当しない者であること。 

  ① 民事再生法（平成11年法律第225号）第 21条第1項の規定による再生手続開始

の申立をした者又は同条第2項の規定による再生手続開始の申立をされた者。 

  ② 会社更生法（平成14年法律第154号）第 17条第1項の規定による更生手続開始

の申立をした者又は同条第2項の規定による更生手続き開始の申立をされた者。 

  ③ 国又は地方公共団体による指名停止処分を受けている者。 

 （３）都道府県税、消費税及び地方消費税並びに熊本県及び荒玉管内市町と直接取引す

る本店又は支店、営業所等の所在地の市町税の滞納がないこと。 

 （４）宗教活動や政治活動を活動目的としていないこと。 

 （５）手形交換所による取引停止処分、主要取引先からの取引停止等の事実があるなど、

経営状態が著しく不健全でないこと。 

 （６）賃金不払いに関する厚生労働省からの通報が知事に対してあり、当該状態が継続し

ている場合であって、明らかに受託者として不適当と認められる者でないこと。 

 （７）当該法人の役員が次の各号のいずれにも該当するものでなく、かつ、次の②又は③

に掲げる者がその経営に実質的に関与していないこと。 

  ① 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号。

以下「法」という。）第2条第2号に規定する暴力団をいう。（以下同じ。） 

  ② 暴力団員（法第2条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

  ③ 暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者。 

  ④ 当該法人もしくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的

をもって暴力団又は暴力団員を利用している者。 

  ⑤ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与する等、直接的又

は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者。 

  ⑥ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者。 

 （８）複数の法人でグループを構成して申請する場合は、次の事項に注意すること。 

  ① 代表団体を選出し、応募に関する対応については代表団体が行うこと。 

  ② 申請については一申請者につき一提案に限る。また、グループの構成員は他のグ

ループの構成員となり、又は単独で申請を行うことはできない。 

 （９）過去5年間（令和元年度～令和5年度）に国又は都道府県及び市町村で同様の受託

実績があること。 



 

3 

 

８ スケジュール（予定） 

令和６年５月２２日（水）  公募開始 

令和６年５月２９日（水）  質問受付期限 

令和６年６月 ４日（火）  質問回答期限 

令和６年６月 ６日（木）  参加表明書等提出期限 

令和６年６月１３日（木）  提案書等提出期限 

令和６年６月１９日（水）   プレゼンテーション・審査会 

  

  審査会実施後、速やかに 受託者決定・委託契約締結 

 

９ 質問書の提出について 

  募集要項や仕様書等について疑義がある場合は、必要事項を記入し、下記のとおり提

出すること。 

（１）実施方法 

   質問は電子メールにて実施すること。送信に当たっては、表題を「あらたまツーリズ

ム販売促進支援業務委託についての質疑」とすること。質疑受付の終了時刻に関し

ては受付場所における着信日時とし、受理しているかどうかの判断は事務局が行う。

ただし、電話による受理確認は差し支えない。 

 （２）提出期限 

    令和６年５月２９日（水）  

 （３）提出先 

    「1６ 問合せ先及び書類提出先」記載の事務局まで提出すること。 

 （４）質問への回答について 

    質問書に対する回答については、電子メールにて回答を行う。なお、回答について

は必要に応じて参加者全員に知らせる場合がある。 

 

10 参加表明書の提出について 

    参加希望者は、提出書類に必要事項を記入し、下記のとおり提出すること。 

 （１）提出書類 

   ①参加表明書（様式第1号） 

   ②企画提案参加者の同種業務の実績（任意様式） 

   ③会社概要及び業務実施体制調書（任意様式／パンフレットでも可） 

   ④直近１事業年度の貸借対照表及び損益計算書（個人事業主の場合は不要） 

   ⑤定款の写し（個人事業主の場合は不要） 

   ⑥事業所の履歴事項全部証明書（発効後３か月以内のもの（写し可）） 

    個人事業主の場合は住民票（発効後３か月以内のもの（写し可）） 

   ⑦納税証明書（消費税及び地方消費税並びに県税未納がないことの証明） 

   ⑧熊本県暴力団排除条例に関する誓約書（様式第2号） 
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   ⑨企業共同体の場合は、構成ごとに上記書類他、本業務係る事業共同体の協定書

の写し 

 （２）提出部数 

各1部 

 （３）提出期限  

令和６年６月６日（木）午後５時まで  

 （４）提出先 

   「1６ 問合せ先及び書類提出先」記載の事務局まで持参または郵送により提出

すること。なお、郵送の場合は期限内必着とすること。 

 

11 提案書の提出について 

 （１）提案書 

     次の項目を盛り込んで作成すること。なお、提案者名は提案書（様式第 3 号）以外

には記入しないこと。サイズは原則 A４版とし、クリップ止めとすること。（背表紙など

テープ止めやファイリングをしないこと） 

    ①提案書（様式第3号） 

    ②概要・企画コンセプト 

     ※提案する企画の概要をA４版縦１枚で分かりやすく簡潔にまとめること。 

    ③企画内容 

    ④管理運営計画を含むスケジュール 

    ⑤本業務に携わるスタッフの役割 

    ⑥その他特長 

    ⑦参考見積（自社様式で可。ただし業務項目ごとの内訳を記載すること） 

 （２）提出部数 

正本1部  副本10部 

 （３）提出期限 

令和６年６月１３日（木）午後5時まで 

 （４）提出先 

 「1６ 問合せ先及び書類提出先」記載の事務局まで持参または郵送により提出す

ること。なお、郵送の場合は期限内必着とすること。 

 

12 書類審査の実施について 

   提案書の提出者数がおおむね 4 者を超える場合には、事務局により、参加表明書類

の内容に基づく書類審査を実施する。 

（１）実施時期 

   令和６年６月中旬頃  

 （２）審査方法 

提案者名を開示せず、業務実績について審査する。 
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13 プレゼンテーション審査の実施について 

 （１）開催日程等 

   ①開催日 

令和６年６月１９日 ※詳細は別途連絡   

   ②場所 

開催場所については別途連絡します。 

   ③プレゼンテーション時間 

プレゼンテーション時間は20分以内とし、その後10分の質疑応答を行う。 

 （２）審査方法 

企画提案書等及びプレゼンテーションの内容に基づき、次の審査項目について、

あらたまツーリズム協議会会員による審査を行い、最も優れた提案を行った者を受託

候補者として採択する。 

 

評価項目 評価基準 配点 

業務実績 本業務と類似する業務実績をどの程度有しているか。 10点 

実施体制 

本業務を遂行するための体制を整え、十分な経験や能力を

有する者を配置しているか。また、実現性が高いスケジュー

ルが示されているか。 

10点 

専門技術力 

業務の目的を理解した上で、仕様書に定める業務内容に対し

て的確で独自性が高く、充実した提案が行われているか。 

① 周遊コースの提案（コース数、内容） 

② 観光事業者・メディア招へい及び情報発信 

③ 一般消費者向け情報発信・ＰＲ業務 

④ SNS等を活用した情報発信 

80点 

内訳：     

①  ２0点 

②  ２0点 

③  ２0点 

④  ２0点 

合計点 100点 

 

 （３）審査結果の通知 

    受託候補者には、選定決定通知を書面にて行う。また、プレゼンテーションに参加し

た受託候補者以外の者に対しては、非選定決定通知を書面にて行う。 

 

14 委託契約の締結 

  企画提案書等を参考に協議を行い、協議が整い次第委託上限金額の範囲内で契約を

締結する。なお、契約に際しては、仕様書、企画提案書等の内容を一部変更する場合も

ある。また、当該候補者として選考された者と協議が整わない場合は、次点の提案者と

して評価した参加者と協議の上契約を締結する場合がある。 

 

15 その他 

 （１）使用する言語は日本語、通貨は日本国通貨によるものとする。 
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 （２）一度提出のあった書類については、原則として差し替えを認めない。また、提出され

た提案書等は返却しない。 

 （３）企画提案書の作成及び提出等に要する一切の費用は、提案者の負担とする。 

 （４）提案内容の著作権は提案者に帰属するが、受託者の選定のため提出された提案書

の写しを主催者が作成し使用することがある。 

 （５）企画提案に際しては、業務委託先として採用されないこともある点に十分注意し、関

係者等とトラブルがないようにすること。 

 （６）次の事項に該当する場合は無効または失格となることがある。 

   ①関係書類の提出方法、提出先又は提出期限が守られなかったとき。 

   ②関係書類に記載すべき事項の全部または一部が記載されていないとき。 

   ③関係書類に虚偽の内容が記載されているとき。 

 

16 問合せ先及び書類提出先 

  あらたまツーリズム協議会（事務局:荒尾市観光文化交流課観光推進室） 

〒864-8686 荒尾市宮内出目３９０番地 荒尾市役所観光文化交流課 

TEL：0968-63-1421   

e-MAIL：kankou@city.arao.lg.jp 


